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注記：着色部（　　　　）は今回対象範囲を示す。
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※防食被覆は耐有機酸性能を有すること。
※断面修復材は耐硫酸性を有すること。
※劣化部除去により露出した足掛金物の芯材に断面欠損が

　対応とする。
　確認される場合は監督職員と協議のうえ参考図-1に示す
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※防食被覆は耐有機酸性能を有すること。
※断面修復材は耐硫酸性を有すること。
※劣化部除去により露出した足掛金物の芯材に断面欠損が

　対応とする。
　確認される場合は監督職員と協議のうえ参考図-1に示す
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１ ． １ 　 適用範囲

１ ． ３ 　 コ ン ク リ ート の仕様　

１ ． ４ 　 砕石基礎工及び均し コ ン ク リ ート 工

５ ． ２ 　 隣り 合う 継手の位置

４ ． １ 　 かぶり 厚さ

４ ． ２ 　 最小かぶり 厚さ

４ ． ３ 　 鉄筋相互のあき

５ ． １ 　 鉄筋の継手及び定着

２ ． １ 　 用語の定義

２ ． ２ 　 一般注意事項

１ ． ２ 　 鉄筋の仕様及び継手

構 造 細 目 共 通 図（ 土木構造物）

１ 　 　 特記事項

２ 　 　 共通事項 ４ 　 　 鉄筋のかぶり 及び間隔

３ 　 　 鉄筋の折曲げ加工

５ 　 　 鉄筋の継手及び定着

＜ 令和8年版 ＞

砕石基礎工及び均し コ ン ク リ ート は１ ． ３ 表によ る 。 　

１ ． ２ 表　 コ ン ク リ ート の仕様

コ ン ク リ ート は１ ． ２ 表に よ る 。 　

（ ２ ） 図面及び構造細目共通図に記載さ れていない事項は、 下記に基づく も のと し 、 こ れら に

　 　  相違がある 場合は監督職員に 確認し 指示を 受け る 。

（ １ ） 本構造細目共通図は、 下水道施設における 処理場、 ポン プ場の土木構造物に適用する 。

鉄筋の種類及び継手は１ ． １ 表によ る 。 　

５ ． １ 図　 フ ッ ク のある 場合の定着及び継手要領

５ ． １ ． ２ 　 継手の特記事項

（ １ ）  継手は極力応力の小さ い位置に設ける ｡

（ ２ ） 径が異なる 鉄筋の継手長さ は、 細い鉄筋の径によ る 。

（ ３ ） 継手は相互にずら すこ と を原則と する 。

（ ４ ） フ ッ ク のある 場合の継手長及び定着長には、 ５ ． １ 図に示すよ う にフ ッ ク 部分Ｌ を含ま ない。

（ １ ）  同一断面での継手は軸方向に 相互にずら す。

（ ２ ）  ずら す距離（ Ｌ ） は、 太い 方の鉄筋径の２ ５ 倍以上と する 。

　 　 　 工法を採用する こ と ができ る 。

（ ３ ）  前記（ １ ） を確保でき ない場合は、 監督職員の承諾を 得て、 ガス圧接継手又は機械式継手

（ ４ ）  継手部の鉄筋のあき は、 粗骨材の最大寸法以上と する 。

５ ． ２ 図　 重ね継手工法

（ ２ ）  異なる 径の鉄筋を ガス圧接する 場合、 鉄筋径の差が５ mmを 超える 圧接を し てはなら ない。

５ ． １ ． １ 　 継手長及び定着長の基本

（ １ ） 鉄筋の重ね継手長さ は５ ． １ 表、 定着の長さ は、 ５ ． ２ 表による 。

４ ． １ 表　 鉄筋の最小かぶり 厚さ （ mm）

２ ． １ 表　 用語の定義

４ ． １ 図　 鉄筋のかぶり 厚さ

５ ． ２ ． １ 　 鉄筋の重ね継手

５ ． １ 表　 鉄筋の重ね継手長さ

本構造細目共通図中で使用する 用語の定義は、 ２ ． １ 表のと おり と する 。

設計図は、 監督職員の承諾を 得なければ変更し てはなら ない。 変更の必要を 生じ た場合は、

監督職員と 協議する こ と 。

かぶり 厚さ と は、 一番外側の鉄筋（ 幅止め筋を除く ） の外面から 躯体面までの距離

（ ４ ． １ 図） をいう 。

鉄筋組立後のかぶり 厚さ は、 最小かぶり 厚さ 以上を 確保し 、 最小かぶり 厚に許容施工誤差

１ ０ mmを 加えた厚さ 以内に納める も のと する 。

最小かぶり 厚さ は、 ４ ． １ 表による 。

床版、 梁、 基礎及び擁壁で 、 直接土に接する 部分のかぶり 厚さ に は、 均し コ ン ク リ ート の

厚さ を含まない。

（ ２ ） ｄ は、 鉄筋直径（ 呼び名） を示す。

鉄筋の折曲げ加工は、 ３ ． １ 表及び３ ． ２ 表を標準と する 。

（ １ ） Ｄ は、 折曲げ内法直径を 示す。

３ ． １ 表　 鉄筋曲げ加工（ １ ）

３ ． ２ 表　 鉄筋曲げ加工（ ２ ）

（ ３ ） 項目は、 ・  印のついたも のを適用する 。 ・  印のない場合は、 ※ 印のある も のを

　 　 　 適用する 。 ・  印と  ※ 印のある 場合は、 共に適用する 。

１ ． １ 表　 鉄筋の種類及び継手

１ ． ３ 表　 砕石基礎工及び均し コ ン ク リ ート 工の仕様

（ １ ） 粗骨材の最大寸法の ４ /３  倍

（ ２ ） 最小のあき２ ０ mm

なお、 柱部材を設ける 場合は、 構造細目共通図（ 複合構造物） （ ２ ） を参照する こ と 。

４ ． ２ 図　 鉄筋のあき

鉄筋相互のあき （ ａ ） は、 下記（ １ ） , （ ２ ） , （ ３ ） の最大値以上と する 。

（ ３ ） 異形鉄筋の直径（ 呼び名）

５ ． ２ 表　 鉄筋の定着の長さ

　 　 ①本表の適用は、 鉄筋種類Ｓ Ｄ ３ ４ ５ 、 鉄筋径Ｄ １ ３ ～Ｄ ３ ２ と する 。

　 　 ②定着長は折曲げ加工後の直線部分で確保する 。

　 　 ③壁、 床版、 底版の主鉄筋の中心間隔が１ ０ ０ mm未満の場合は、 別途図示によ る 。

種　 別 径

～Ｄ ２ ２
Ｄ １ ９

フ ッ ク なし フ ッ ク あり

３ ０ ・ ｄ

４ ０ ・ ｄ

５ ０ ・ ｄ

４ ０ ・ ｄ

５ ０ ・ ｄ

６ ０ ・ ｄ

Ｓ Ｄ ３ ４ ５

鉄筋の種類 鉄 筋 径

Ｄ １ ６ 以下

Ｄ ２ ５ 以上

フ ッ ク なし フ ッ ク あり フ ッ ク なし フ ッ ク あ り

６ ５ ・ ｄ

６ ０ ・ ｄ

５ ０ ・ ｄ ４ ０ ・ ｄ

５ ０ ・ ｄ

５ ５ ・ ｄ４ ０ ・ ｄ

３ ５ ・ ｄ

３ ０ ・ ｄ４ ０ ・ ｄ

４ ５ ・ ｄ

５ ０ ・ ｄ

鉄 筋 径鉄筋の種類

Ｓ Ｄ ３ ４ ５

Ｄ １ ６ 以下

Ｄ ２ ５ 以上

Ｓ   : 定着長

設計基準

 強　 度

２ ４ 以上
２ ７ 未満

（ Ｎ /mm  )

床版・ スラ ブ・ 梁環　 境
部 位

・ 塩害対策地域の施工の場合

部位
環境

（ 注） 梁： 大梁、 小梁、 基礎梁、 片持梁を いう 。

対策区分

７ ０

－

７ ０

－

柱・ 壁

７ ０

７ ０５ ０

７ ０

Ⅱ, Ⅲ

Ⅰ・

・

大気中

水中・ 土中等

水中・ 土中等

大気中

床版・ スラ ブ・ 梁

１ ： 部位に よ り 最小かぶり 厚さ の判断が困難な場合は、 監督職員の指示を 得る 。

２ ： 杭基礎の底版・ フ ーチン グ下端筋のかぶり 厚さ は、 ７ . 杭基礎の補強を参照する 。

大気中

水中・ 土中等 ５ ０

５ ０ ５ ０

７ ０

－

７ ０

柱・ 壁 底版・ フ ーチン グ

底版・ フ ーチン グ

応力を 分散さ せる 目的で 、 通常、 主鉄筋に 対し て直角（ スラ ブ、 壁部材の場合）

せん断力に抵抗する よ う に配置さ れる 主鉄筋を 拘束する 鉄筋

はり の水平用心鉄筋、 スラ ブ、 壁の主鉄筋

に配置さ れる 鉄筋

ある いは配力鉄筋の厚み方向の間隔を確保する ための鉄筋

各種限界状態を満足さ せる ために計算し 、 配置さ れる 鉄筋

幅 止 め 鉄筋

配 力 鉄 筋

主　 鉄　 筋

用　 　 語 説　 　 　 明

せ ん 断
補 強 鉄 筋

Ｓ   : 重ね継手長

鉄筋中心間隔２ ０ ０ mm以上 １ ０ ０ mm以上２ ０ ０ mm未満

１ ） 土木工事特記仕様書

２ ） 土木工事共通仕様書

３ ） コ ン ク リ ート 標準示方書・ 施工編

４ ） コ ン ク リ ート 標準示方書・ 設計編

全国上下水道コ ンサルタ ン ト 協会

土木学会

土木学会

（ 別紙によ る 。 )

（ 2017年版　 ）

（ 2017年版　 ）

あばら 筋、 帯筋

スパイ ラ ル筋

曲げ
角度

曲げ内法
直径

位　 置 使 用 箇 所

定着末端部

梁

幅止め鉄筋

壁

５ ｄ 以上

５ ｄ 以上

５ ｄ 以上

５ ｄ 以上

５ ｄ 以上

中間部

末端部

折曲げ 鉄筋

折曲げ図及び
折曲げ後の余長

床版

スタ ーラ ッ プ 、

帯鉄筋、

フ ープ筋　 等

底版

１ ０ ｄ 以上

１ ３ ５ °

９ ０ °

１ ８ ０ °

１ ３ ５ °

９ ０ °

９ ０ °

９ ０ °

θ＜９ ０ °

位　 置

一般階

使 用 箇 所

５ ｄ 以上

２ ０ ｄ 以上

ラ ーメ ン 隅角部

最上階

曲げ内法

直径

曲げ

角度
折曲げ図

９ ０ °

９ ０ °

※ Ｓ Ｄ ３ ４ ５

・   Ｓ Ｄ ３ ９ ０

・   Ｓ Ｄ ４ ９ ０

※ Ｄ １ ３ 以上

・

重ね継手 下記以外

鉄筋の種類

ガス圧接

※ Ｄ １ ９ 以上の柱、 梁主鉄筋

・   Ｄ １ ６ 以上の増設端の床・ 壁鉄筋

・

・  図面によ る機械式継手

鉄筋の継手

コ ン ク リ ート 種別
（ cm）

スラ ン プ

※ 普通コ ン ク リ ート

・

※ ２ ４

・   ３ ０

・

※ １ ２

・

※ 高炉セメ ン ト Ｂ

・   普通ポルト ラ ン ド セメ ン ト

・   低熱ポルト ラ ン ド セメ ン ト

・

分　 類

鉄筋コ ンク リ ート

セメ ン ト の種類

無筋コ ンク リ ート

※ 普通コ ン ク リ ート

・ ・ ・

※１ ８ ※ １ ２ ※ 高炉セメ ン ト Ｂ

・   普通ポルト ラ ン ド セメ ン ト

・

注１ ： 無筋コ ン ク リ ート には均し コ ン ク リ ート を含む。

砂利または砕石

均し コ ンク リ ート

種　 　 別 厚　 さ  （ mm）

※　 ２ ０ ０

・ 　

※　 １ ０ ０

※破線部は、 同一平面にある 鉄筋の上端と 下端と で重ね継手位置を交互にする こ と 、

　  並びに同一断面に ある 鉄筋では、 奥行き 方向に 重ね継手位置を 交互と する こ と を

　  そ れぞれ示す。

通常の施工の場合※

2

1

2

※本図面は（ 一社） 全国上下水道コ ン サルタ ン ト 協会が著作権を 有する も ので ある 。

   使用にあたっ ては、 上記協会への使用願いの提出と 、 配布番号の記載が必要である 。

   枠外右下の【 協会員番号】 と 【 配布番号】 の記載が無い図面は無効と する 。

設計基準

 (Ｎ /mm  )
強　   　 度

2

～Ｄ ２ ２
Ｄ １ ９

２ ４ 以上
２ ７ 未満

（ Ｎ /mm  )2

設計基準

 強　 度

国土交通省 （令和　6　年版）

ＮＯＮ

工 事 名

図　　種

縮　　尺

工 事 名

図　　種

宮
古
市
上
下
水
道
部
施
設
課

月
日

葉
内

令和8年7月

宮古浄化センターNo.3

構造細目共通図（1）



５ ． ２ 図　 重ね継手工法

Ｄ＝５ｄ
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ＮＯＮ

工 事 名

図　　種

縮　　尺

工 事 名

図　　種

宮
古
市
上
下
水
道
部
施
設
課

月
日

葉
内

構造細目共通図（2）

令和8年7月

宮古浄化センターNo.3

鉛直方向鉄筋
水平方向鉄筋

鉛直方向鉄筋

水平方向鉄筋

鉛直方向鉄筋

水平方向鉄筋

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｌ Ｌ  ≧ ２ ５ ｄ (ｄ ： 太い方の鉄筋径)

１ ５ ０ mm以上

つなぎ 鉄筋

鉛直方向鉄筋

水平方向鉄筋

１ ０ ｄ 以上かつ

Ｓ
Ｄ １ ３

水平方向鉄筋水平方向鉄筋

Ｌ ＬＳ ＳＳＳ

Ｌ

杭芯杭芯

Ｓ Ｓ

Ｃ 部

Ｄ 部

Ｂ 部

Ａ 部 Ｅ 部

Ｌ ≧２ ５ ｄ

Ｌ

Ｓ

Ｓ

Ｌ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｌ

Ｓ

Ｓ

Ｌ

Ｓ

Ｓ ＬＳ ＳＳ

Ｌ ≧２ ５ ｄ

Ｌ

Ｌ ≧２ ５ ｄ

鉄筋径は

水平方向鉄筋

図面によ る

１ ０ ０

（ ２ ） Ｂ 部詳細図

Ｄ ＝５ ｄ

Ｄ ＝５ ｄ

Ｄ ＝５ ｄ Ｄ ＝５ ｄ

※配筋要領は杭あり 、 杭なし と も 同一

杭芯

Ｃ １ ． 杭あり

Ｄ ＝２ ０ ｄ

Ｄ ＝５ ｄ

水平方向鉄筋

Ｃ ２ ． 杭なし

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

※

本

Ｓ

Ｓ

５ Ｈ

Ｈ ≦７ ０

４ －Ｄ ※

７ ０ ＜Ｈ

Ｈ

Ｓ

３ ５ ０

６ －Ｄ ※

Ｓ

吊り フ ッ ク

※２

※１

※２

Ｓ Ｓ

Ｌ ′

Ｌ ≧２ ５ ｄ

Ｌ ≧２ ５ ｄ

Ｌ

Ｌ ≧２ ５ ｄ

Ｌ ≧２ ５ ｄ

以上
１ ２ ｄ

Ｓ

Ｄ ＝５ ｄＤ ＝５ ｄ

Ｄ ＝
５ ｄ

１ ０ ｄ 以上かつ
１ ５ ０ mm以上

Ｄ ＝５ ｄ

Ｄ ＝５ ｄ

Ｄ ＝２ ０ ｄ

１ ０ ０

Ｄ ＝５ ｄ

Ｄ ＝２ ０ ｄ

Ｄ ＝５ ｄ

Ｄ ＝５ ｄ

Ｄ ＝５ ｄ
Ｄ ＝５ ｄ Ｄ ＝５ ｄ

Ｄ ＝５ ｄ Ｄ ＝５ ｄ

Ｌ ≧２ ５ ｄ

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

杭芯Ｓ１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

１ ０ ０

Ｌ p

Ｌ ≧２ ５ ｄ

2

2

2

2

2 2

2

2

1 1 1 1

1

1

1

1

1 1 1 1

1

1

1

1

1 1

1 1

2

2

2

2 2

2

2

2

2

2

2

2

2 2

Ｓ 2

Ｓ 2
Ｄ ＝

５ ｄ

Ｄ ＝
５ ｄ

鉛直方向鉄筋

水平方向鉄筋

Ｌ ≧２ ５ ｄ

Ｓ 2

Ｄ ＝５ ｄ

Ｄ ＝２ ０ ｄ

Ｄ ＝５ ｄＳ 2

Ｓ 2 Ｓ 2

Ｓ 2

Ｓ 2

Ｄ ＝５ ｄ

Ｄ ＝５ ｄ

Ｓ 2

Ｓ 2
Ｄ ＝５ ｄ

Ｄ ＝５ ｄ Ｄ ＝５ ｄ

Ｄ ＝５ ｄ
Ｓ 2

Ｓ 2

Ｓ 2Ｓ 2

Ｓ 2

Ｓ 2

Ｓ 2

Ｓ 2 Ｓ 2

Ｈ

2

1

本1

６ ． ２ 　 床

６ ． １ 　 壁

６ 　 　 配筋要領

６ ． ２ ． ２  床版開口部の補強

（ １ ） 同一床版に段差がある 場合、 ６ ． ６ 図の補強を 行う 。

６ ． ２ ． １  段差床版の補強

（ １ ） 床版開口部の補強は開口によ っ て切ら れる 鉄筋と 同量の鉄筋で周囲を補強し 、 隅角部には

　 　  斜め方向に主鉄筋径以上の鉄筋を 上下筋の内側に 配筋する 。 （ ６ ． ７ 図）

（ ２ ） ガス圧接の場合のずら す距離(Ｌ )は、 太い方の鉄筋径の２ ５ 倍以上と する 。

（ ３ ） 機械式継手のずら す距離(Ｌ )は、 太い方の鉄筋径の２ ５ 倍以上と する 。

（ １ ） 同一断面での継手は軸方向に相互に ずら す。

（ ４ ） 機械式継手を イ モ継ぎ 部に使用する 場合は、 継手性能はＳ Ａ 級かつ継手信頼度を I 種と する 。

６ ． １ ． １  一般事項

６ ． １ ． ２  壁開口部の補強

（ １ ） 壁の鉄筋の継手及び定着は、 ５ ． １ 項及び５ ． ２ 項に基づく も のと する 。

（ ２ ） 幅止め鉄筋の鉄筋径及び間隔は、 図面によ る 。

（ １ ） 壁開口部の補強は、 図面によ る 。 補強鉄筋の長さ 及び位置は、 ６ ． １ 図を標準と する 。

（ ２ ） 開口寸法が配筋間隔以下で、 鉄筋を 緩やかに曲げる こ と によ り 、 開口部

　 　  を 避け て配筋出来る 場合は、 補強鉄筋を 省略する こ と がで き る 。

６ ． １ 図　 壁開口部の補強要領

６ ． １ ． ３  壁と 壁の交差部及び端部

（ １ ） 壁と 壁の交差部の鉄筋加工要領は、 ６ ． ２ 図によ る 。

（ ２ ） 壁の端部の鉄筋加工要領は、 ６ ． ３ 図によ る 。

６ ． ２ 図 壁と 壁の交差部配筋要領図　 (平面)

５ ． ３ 図　 ガス圧接継手工法及び機械式継手工法

６ ． ３ 図 壁の端部配筋要領図　 (平面)

６ ． １ ． ４  壁と 床版・ 底版の交差部

（ １ ） 壁と 床版の交差部は、 ６ ． ４ 図及び６ ． ５ 図に よ る 。

６ ． ４ 図 壁と 床版・ 底版の交差部配筋要領図　 (断面)

６ ． ２ ． ３  吊り フ ッ ク が取り 付く 場合の補強

（ ２ ） 開口寸法が配筋間隔以下で、 鉄筋を 緩やかに曲げる こ と によ り 開口部を 避けて配筋でき る

　 　  場合は、 補強鉄筋を省略する こ と ができ る 。

６ ． ８ 図　 吊り フ ッ ク 取り 付け部補強要領図（ 断面）
６ ． ５ 図 壁と 床版・ 底版の交差部配筋詳細図　 (断面)

５ ． ２ ． ２  鉄筋のガス圧接およ び機械式継手

　 　 鉄筋のガス圧接継手及び機械式継手は土木学会「 鉄筋定着・ 継手指針[2020年版]」

　 　 ( 土木学会)によ る 。 機械式継手は、 ねじ ふし 鉄筋継手工法と する 。 ま た、 ねじ ふし 鉄筋

　 　 継手工法以外の機械式継手を 採用する 場合は、 監督職員の承諾を 得る こ と 。

６ ． ６ 図　 同一床版に段差がある 場合の補強要領図（ 断面）

６ ． ７ 図　 床版開口部の補強要領図（ 平面）

凡例

・ Ｓ   , Ｓ   ： 　 ５ ． １ 表のと おり であり 、 折曲げ加工後の直線長で確保する 長さ

注１ ： Ａ 部以外においてハン チを設ける 場合は、 ハン チ筋についてＡ 部に準じ た配筋と する 。

・ Ｄ ： 鉄筋の曲げ内法直径

・ ｄ ： 鉄筋直径（ 呼び名）

注２ ： ハン チを設ける 場合の配筋は、 図面に指示がない場合はＡ ２ を、 図面に指示がある 場合はＡ ３ を適用する 。

注３ ： Ｃ 部の杭なし の場合、 及びＤ 部において、 底版上端筋の曲げ定着は下方に取る こ と を 原則と する が、 部材厚

　 　 　 等の関係で直線状にＳ   定着長が確保でき ない場合は、 上方に取る こ と でよ いも のと する 。

注４ ： Ｌ   は、 場所打杭・ 打ち 込み杭・ 埋め込み杭は１ ． ０ Ｄ （ Ｄ は杭径） 以上と する 。

※： 鉄筋径及び本数は、 図面による

注１ ： 重ね継手は、 応力の小さ い位置と する 。

Ａ ３ ． ハン チあり 、 定着あり

（ １ ） Ａ 部詳細図

Ａ ２ ． ハン チあり 、 定着なしＡ １ ． ハン チなし

（ ４ ） Ｄ 部詳細図 （ ５ ） Ｅ 部詳細図

（ ３ ）  Ｃ 部詳細図

※： 鉄筋径は、 図面によ る 。

※： 鉄筋径は、 図面によ る

Ｌ ′： フ ッ ク 埋め込み長さ

※１ ： 補強鉄筋は、 図面によ る

※２ ： 部材寸法は、 図面によ る

※： つなぎ 鉄筋径及び本数は、 図面によ る 。

1

2

ｐ

ｎ

2

（     /2） 本ｎ  

（     /2） 本ｎ  

ｎ
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せん断補強鉄筋

Ｄ

ｄ

Ｄ
Ｄ

Ｄ

ｄ

せん断補強鉄筋

ずれ止め厚さ

９

１ ２

１ ６

※材質はＳ Ｓ ４ ０ ０

杭　 径　 　 （ Ｄ p）  

Ｄ

１ ２ ｄ 以上

１ ２ ｄ 以上

１ ２ ｄ 以上

１ ０ ０

１ ０ ０

６ ｄ かつ６ ０ mm以上
６ ｄ かつ６ ０ mm以上

６ ｄ かつ６ ０ mm以上

６ ｄ かつ６ ０ mm以上

基礎底版鉄筋

※１

１ ０ ０

※２

組立鉄筋

中詰め
コ ン ク リ ート

補強鉄筋（ ｄ ）

Ｄ １ ３ －１ ５ ０ ＠
帯鉄筋

ずれ止め

基礎底版鉄筋

１ ０ ０

１ ０ ０

帯鉄筋

１ ０ ０

１ ０ ０

Ｄ １ ３ 以上、 間隔１ ５ ０ ＠以下

基礎底版鉄筋

主鉄筋径ｄ

１ ０ ０

１ ０ ０

帯鉄筋

帯鉄筋

Ｄ １ ３ －１ ５ ０ ＠

中詰め補強鉄筋（ ｄ ）

基礎底版主鉄筋

帯鉄筋

補強鉄筋かぶり １ ． ０ ｄ 以上

かつ杭体内補強鉄筋径以上 中詰め
コ ン ク リ ート

※１

１ ０ ０

※２

補強鉄筋（ ｄ ）

Ｄ １ ３ －１ ５ ０ ＠
帯鉄筋

ずれ止め

基礎底版鉄筋

中詰めコ ン ク リ ート

１ ０ ０

１ ０ ０

組立鉄筋

ソ イ ルセメ ン ト

補強鉄筋

中詰め
コ ン ク リ ート

基礎底版鉄筋

基礎上端鉄筋

１ ２ ｄ 以上

１ ０ ０

１ ０ ０

帯鉄筋

Ｄ １ ３ －１ ５ ０ ＠

中詰めコ ン ク リ ート

中詰め補強鉄筋

基礎下面

杭体内補強鉄筋

Ｐ Ｃ 鋼材

杭体内補強鉄筋

増設端
： 保護コ ン ク リ ート

主鉄筋又は配力鉄筋

５ ０

Ｌ

５ ０ ｄ 以上

Ｂ

５ ０

５ ０ ｄ ×２

鉄筋種別

Ｓ Ｄ ３ ４ ５

Ｓ Ｄ ４ ９ ０

補強鉄筋の曲げ

内法直径　 Ｄ

７ ． ０ ｄ

※鉄筋径は図面に よ る 。

※機械式継手は、 Ｄ １ ３ 以上を対象と する 。

※１ ： ずれ止めの大き さ は、 ７ ． １ 表に よ る 。

※２ ： 全周現場すみ肉溶接

※１ ： ずれ止めの大き さ は、 ７ ． １ 表によ る 。

※２ ： 全周現場すみ肉溶接

ａ ）  ガス圧接継手の場合 ｂ ）  重ね継手の場合

※増設時に鉄筋を 曲げ戻す

※奥行き 方向は、 ５ ． ２ 図に よ る

Ｄ p＜８ ０ ０

８ ０ ０ ≦Ｄ p＜１ ２ ０ ０

１ ２ ０ ０ ≦Ｄ p＜１ ５ ０ ０

杭頭処理形態

カ ッ ト オフ する 場合

カ ッ ト オフ し ない 場合

鉄筋

コ ン ク リ ート

鉄筋

コ ン ク リ ート

Ｔ ｙ ｐ ｅ 　 Ｂ

Ｌ s≧５ ０ φ＋Ｌ 0＋１ ０ ｄ

Ｌ c≧２ ． ５ Ｄ p＋１ ０ ０ 、 かつ５ ０ φ＋Ｌ 0＋１ ０ ｄ ＋（ かぶり １ ０ ０ ）

Ｌ s≧Ｌ 0＋１ ０ ｄ

Ｌ c≧２ ． ５ Ｄ p＋１ ０ ０ 、 かつＬ 0＋１ ０ ｄ ＋（ かぶり １ ０ ０ ）

注１ ． φは、 Ｐ Ｃ 鋼材径と する 。

※： 鉄筋径と 間隔は図面によ る 。

機械式継手

ｃ ）  機械式継手（ Ａ 級以上）

※機械式継手を イ モ継ぎ に 使用する 場合は、 構造計算書等に よ り 当該箇所に 塑性ヒ ン ジ が発生し ないこ と を

　  有し ている こ と を、 適切な実験や解析等で照査し なければなら ない。 詳細は「 鉄筋定着・ 継手指針[2020年版]

　  （ 土木学会） 」 によ る 。

　  確認する 必要がある 。 施工上やむを 得ず機械式継手に よ る イ モ継ぎ と なる 場合は、 継手部が所要の耐震性を

補強鉄筋かぶり １ ． ０ ｄ 以上

１ ５ mm以上

帯筋かぶり  １ ５ mm以上 

１ ５ mm以上 補強鉄筋かぶり  １ ． ０ ｄ 以上 

Ｌ c≧Ｄ sp＋１ ０ ０  

Ｌ s≧Ｌ  ＋１ ０ ｄ  

Ｌ ≧Ｌ  ＋１ ０ ｄ  

Ｌ s 

Ｌ c 

Ｄ p 

Ｌ ≧Ｌ  ＋１ ０ ｄ  

Ｌ c≧Ｄ p＋１ ０ ０  
Ｄ p／４  

Ｄ p／４  

１ ５ mm以上 

Ｌ s≧Ｌ  ＋１ ０ ｄ  

Ｄ p 

Ｌ ≧Ｌ  ＋１ ０ ｄ  

Ｌ ≧２ ・ Ｄ p 

Ｌ ≧Ｌ  ＋１ ０ ｄ  

Ｌ ≧Ｌ  ＋１ ０ ｄ  

Ｌ ≧２ ． ５ Ｄ ｐ +１ ０ ０  

Ｌ ≧Ｌ  ＋１ ０ ｄ  

Ｄ sp／４  

Ｄ sp／４  

Ｄ sc

Ｄ sp

： Ｄ １ ６ 以上 

＋(Ｂ かつ２ ５ ｄ )以上 

Ｌ ≧２ ５ ｄ +５ ０ ０ mm（ ｄ は、 鉄筋径(呼び名)）  

６ ｄ かつ６ ０ mm以上

６ ｄ かつ６ ０ mm以上

Ｄ

Ｄ

基礎下面

基礎下面

Ｄ １ ３ 以上、 間隔３ ０ ０ ＠以下

Ｄ p 

基礎下面

Ｄ １ ３ －１ ５ ０ ＠

Ｄ p 

基礎下面

帯鉄筋

Ｄ １ ３ －１ ５ ０ ＠

基礎下面

Ｌ ≧Ｌ  ＋１ ０ ｄ  

増設端
： 保護コ ン ク リ ート

主鉄筋又は配力鉄筋
： Ｄ １ ３ 以上 

７ ． １ 図　 Ｐ Ｈ Ｃ 杭の杭頭補強

（ ５ ） 杭体内補強鉄筋は必要に応じ 配置する 。

（ ２ ） 鉄筋種別、 径・ 本数は、 図面によ る 。

（ １ ） 壁のせん断補強要領は、 ６ ． １ ０ 図及び６ ． １ １ 図に よ る 。

６ ． ３ ． ２ 　 壁

（ １ ） 底版・ 床版のせん断補強要領は６ ． ９ 図及び６ ． １ １ 図によ る 。

６ ． ３ ． １ 　 底版・ 床版

７ ． ３ 図　 場所打ち 杭の杭頭補強

７ ． ６ 図　 杭頭補強鉄筋が底版厚よ り 長く なる 場合の杭頭補強

（ １ ） 増設端鉄筋の継手工法は、 Ｄ １ ６ 以上をガス圧接、 Ｄ １ ３ を重ね継手と する こ と を原則

７ ． ５ 図　 鋼管ソ イ ルセメ ン ト 杭の杭頭補強

７ ． ４ 図　 Ｓ Ｃ 杭の杭頭補強

７ ． ２ 図　 鋼管杭の杭頭補強

７ ． １ 表　 杭体内外ずれ止めプレ ート の肉厚

（ ４ ） 杭頭補強鉄筋が底版厚よ り 長く なる 場合は、 ７ ． ６ 図によ る 。

６ ． ９ 図　 底版・ 床版せん断補強要領図（ 断面）

（ １ ） 補強鉄筋にＳ Ｄ ３ ９ ０ ま たはＳ Ｄ ４ ９ ０ を 用いる 場合、 中詰めコ ン ク リ ート 及び補強鉄筋

　 　  Ｓ Ｄ ４ ９ ０ では４ １ ｄ 以上と する 。

６ ． １ ０ 図　 壁せん断補強要領図（ 断面）

６ ． １ １ 図　 せん断補強鉄筋加工要領図（ 断面）

　 　  と し 、 ８ ． １ 図のａ ） 、 ｂ ） によ る 。 部材寸法及び鉄筋の径と 間隔は図面に よ る 。

柱及び梁を 設ける 場合の配筋要領は、 図面によ る 。

（ ３ ） Ｄ １ ３ 以上の鉄筋について機械式継手を用いる 場合は、 ８ ． １ 図のｃ ） によ る 。

　 　  継手部の詳細及び継手単体に必要な特性を図面に示す。

８ ． １ 図　 増設予定端配筋要領図（ 断面）

　 　  が定着する 基礎底版コ ン ク リ ート の設計規準強度を ３ ０ Ｎ /mm 以上と する 。
2

（ ３ ） 杭基礎の補強鉄筋の定着長Ｌ  は、 Ｓ Ｄ ３ ４ ５ 及びＳ Ｄ ３ ９ ０ では３ ５ ｄ 以上、0

0

0

0

0

0

0

0

0

（ ２ ） 増設端の鉄筋を 保護する コ ン ク リ ート 強度は１ ８ Ｎ /mm と する 。
2

　 　  機械式継手の仕様は「 鉄筋定着・ 継手指針[2020年版]」 (土木学会)によ る も のと し 、

0

７ ． １ 　 一般事項

６ ． ４ 　 柱及び梁

６ ． ３ 　 せん断補強鉄筋

８ ． １ 　 増設予定端の配筋

７ 　 　 杭基礎の補強

８ 　 　 増設予定端

Ｓ Ｄ ３ ９ ０

５ ． ０ ｄ

６ ． ０ ｄ

Ｄ ＝５ ｄ

Ｄ ： 曲げ内法直径

ｄ ： せん断補強鉄筋直径（ 呼び名）

※鉄筋径及び間隔は、 図面によ る

※鉄筋径及び間隔は、 図面に よ る

ＮＯＮ

工 事 名

図　　種

縮　　尺

工 事 名

図　　種
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既存躯体 増設補強壁

接合面
接着剤

  a Ｌ e

アン カ －筋

Ｄ
a

はし あき ピ ッ チ

不可(×)

可(○)

せん断補強筋コ ン ク リ ート
かぶり

主筋

あと 施工アン カ ー

無収縮モルタ ル圧入 フ レ ア溶接

（ 鉄筋径によ る ）

はつり 範囲

回し 溶接を し ない

φ
鉄筋 溶接部

鉄筋

接合面

ア ン カ －筋

接着剤

２ ０ mm２ ０ mm

１ ０ ｄ

（ 片面１ ０ ｄ ）

（ ５ d  以上） （ ７ ． ５ d  以上かつ３ ０ ０ mm以下）

Ｌ n＝Ｓ   +５ ｄ

  
a

Ｌ

Ｌ nＬ

アンカ －筋（ ナッ ト 付き）

埋込長

アン カ －筋（ ナッ ト 付き ）

あと 施工アン カ ー（ 接着系）

壁周辺目荒し

無収縮モルタ ル圧入

後打ち コ ン ク リ ート

（ ４ d  以上）

（ ５ ． ５ d  以上）

（ ２ ． ５ d  以上かつ主筋の内側）

ａ

ｗ

回し 溶接をし ない

あと 施工アン カ ー（ 接着系）

ジベル筋（ 接着系）

アン カ －筋（ ナッ ト 付き）

（ Ｄ １ ３ 以上）

ジベル筋（ 接着系）

（ Ｄ １ ３ 以上）

無収縮モルタ ル圧入

壁周辺目荒し

あと 施工アン カ ー（ 接着系）

アン カ －筋（ ナッ ト 付き ） ジベル筋（ 接着系）

（ Ｄ １ ３ 以上）

あと 施工アン カ ー（ 接着系）
＠

＠

幅止め筋（ Ｄ １ ３ 以上）

２
０

０
mm

以
上

２
０

０
mm

以
上

２
０

０
mm

以
上

２
０

０
mm

以
上

ｄ

d

ｄ

1

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

既存躯体 増設補強壁

  a Ｌ eｄ

Ｄ
a

  
a

ｄ

Ｌ

a

はし あき

（ ５ d  以上）a （ ７ ． ５ d  以上かつ３ ０ ０ mm以下）a

ピ ッ チ

へり あき

ゲージ

はし あき

（ ５ d  以上）a （ ７ ． ５ d  以上かつ３ ０ ０ mm以下）a

ピ ッ チ

ゲージ

（ ２ ． ５ d  以上かつ主筋の内側）a

へり あき

埋込長

フ レ ア溶接

（ 片面１ ０ ｄ ）

フ レ ア溶接

（ 片面１ ０ ｄ ）（ 鉄筋径によ る ）

はつり 範囲

汚泥貯留槽修繕工事

８/１１

９ ． １ 　 　 適用範囲

９ ． ３ 　 　 鉄筋の継手長及び定着長

９ ． ２ 　 　 鉄筋の仕様及び継手

９ ． ４ 　 　 あと 施工アン カ ー（ 接着系）

９ ． ８ 　 　 フ レ ア溶接

９ ． ７ 　 　 開口閉塞９ ． ５ 　 新設補強壁９ 　 　 耐震補強

（ １ ） 本構造細目共通図は、 下水道施設における 処理場、 ポン プ 場の土木構造物の耐震補強に

　 　  適用する 。

（ ２ ） 図面及び構造細目共通図に記載さ れていない事項は、 下記に基づく も のと し 、 こ れら に相違

　 　  がある 場合は監督職員に確認し 指示を 受ける 。

９ ． ２ 表　 鉄筋の種類及び継手

鉄筋の種類及び継手は９ ． ２ 表によ る 。 　

（ ２ ） アン カ ーの打設は、 増設壁が接合する 四周の柱、 梁に行う こ と を原則と する 。

（ ３ ） アン カ ーの埋め込み・ 定着長さ を９ ． ４ 表に示す。

９ ． ４ 表　 あと 施工アン カ ー埋め込み・ 定着長さ

（ ３ ） あと 施工アン カ ーは接着系と し 、 開口補強部を 除き 、 アン カ ー筋はナッ ト 付き と する 。

（ １ ） アン カ ー径は、 Ｄ １ ３ 以上、 Ｄ ２ ２ 以下と する 。

　 　  ( 詳細は「 鉄筋定着・ 継手指針[2020年版]」 (土木学会)によ る 。 )

　 　  で行う 。

（ １ ） 既存壁と 増設壁と の接合は、 開口周囲のコ ン ク リ ート をはつり 、 鉄筋同士をフ レ ア溶接

（ ２ ） 閉塞部分が既存梁、 柱と 接する 部位は全てあと 施工アン カ ーで接合する 。

９ ． ７ 図　 開口閉塞要領図

（ １ ） 特記なき 鉄筋のフ レ ア溶接の継手形状を９ ． ８ 図に示す。

９ ． ８ 図　 フ レ ア溶接継手形状

９ ． ４ ． １ 図　 あと 施工アン カ ー埋め込み・ 定着図

（ ２ ） 継手長さ は鉄筋径の１ ０ 倍と し 、 回し 溶接は行わない。

（ ３ ） 閉塞部分の頂部２ ０ ０ mm以上は、 無収縮モルタ ル圧入と する 。

　 　 　 配置間隔は図面によ る 。

（ ２ ） あと 施工アン カ ーは接着系と し 、 開口補強部を 除き 、 アン カ ー筋はナッ ト 付き と する 。

（ ３ ） 増打ち 部と 接する 既存の壁面を目荒し する ほか、 新旧の壁面にジ ベル筋を設ける も のと し 、

　 　 　 打継目が一体と なる よう に留意する 。

（ ５ ） 梁下端部や垂れ壁下端部の施工では、 コ ンク リ ート のブリ ーディ ン グや沈下を考慮し て、

９ ． ６ 　 増打ち 補強壁ほか

（ １ ） 増打ち 補強壁の配筋は９ ． ６ 図を 標準と する 。

９ ． ６ 図　 増打ち 補強壁要領図

（ ４ ） 増打ち 壁の頂部２ ０ ０ mm以上は、 無収縮モルタ ル圧入と する 。

Ｓ Ｄ ３ ４ ５ 以外の鉄筋と の継手長・ 定着長については図面によ る 。

９ ． ４ ． ２ 図　 あと 施工アン カ ー配置図

（ ２ ） 新設部と 接する 既存の壁面には目荒し を 施す。

（ ４ ） 新設壁の頂部２ ０ ０ mm以上は、 無収縮モルタ ル圧入と する 。

９ ． ５ 図　 新設補強壁要領図

（ １ ） 新設補強壁の配筋は９ ． ５ 図を 標準と する 。
区 分

有効埋め込み長

有効定着長

開口補強部

開口補強部

一般部

位 置 長 さ用 途

曲げ モーメ ン ト

せん断力

曲げ モーメ ン ト

せん断力

-

-

備 考

先端形状45

カ ッ ト

ナッ ト あり

ナッ ト なし

一般部

。

（ Ｌ e）

（ Ｌ n）

Ｄ １ ３

Ｄ １ ６

Ｄ １ ９

Ｄ ２ ２

Ｄ ２ ５ ３ ０ ０

３ ０ ０

３ ０ ０

２ ０ ０

２ ０ ０

壁の鉄筋径 はつり 幅

はつり 範囲例　 　 mm

Ｌ  ： コ ン ク リ －ト の穿孔深さ 、 ま たは接着系アン カ －の埋め込み長さ

Ｌ e： ア ン カ -の有効埋め込み長さ

Ｌ   ： アン カ -筋の全長

Ｌ n： 有効定着長さ

Ｄ a： 既存コ ン ク リ －ト 躯体への穿孔径

ｄ   ： アン カ －軸部の直径、 アン カ －筋の呼び名

Ｓ  ： 補強筋と の継手長

Ｓ   + ５ ・ ｄ  

１ ２ ・ d

１ ） 土木工事特記仕様書

２ ） 土木工事共通仕様書

３ ） コ ン ク リ ート 標準示方書・ 施工編

４ ） コ ン ク リ ート 標準示方書・ 構造性能照査編

５ ） 官庁施設の総合耐震診断・ 改修基準及び同解説

６ ） 鉄筋定着・ 継手指針

７ ） 2017年改訂版　 既存鉄筋コ ン ク リ ート 造

　 　 建築物の耐震改修設計指針・ 同解説

８ ） あと 施工アン カ ー連続繊維補強設計・ 施工指針

全国上下水道コ ン サルタ ン ト 協会

土木学会

土木学会

建築保全セン タ ー

土木学会

日本建築防災協会

国土交通省

（ 別紙によ る 。 )

（ 2017年版）

（ 2002年版）

（ 平成 8 年版)

（ 2020年版）

（ 2017年版）

（ 2006年版）

※１ ） 既存の鉄筋種別がＳ Ｒ ２ ３ ５ ， ２ ９ ５ 及びＳ Ｄ ２ ９ ５ Ａ の場合は、

　 　 　  Ｓ Ｄ 材と の継手にガス圧接を 使用し てはなら ない。

フ レ ア ー溶接 ・  Ｄ １ ３ 以上

※１ ）

( あと 施工ア ン カ ーの位置と 間隔)

( ナッ ト 付き ）

(ナッ ト なし ）

（ ｄ ） 断面配置

（ ｃ ） 千鳥状配置

（ ｂ ） ダブ ル配置

（ ａ ） シン グル配置

ａ ： のど 厚

ｗ： 溶接ビ ード の幅

φ： 鉄筋径（ 呼び径）フ レ ア溶接継手の形状

種　 別 径

鉄筋の種類 ※ Ｓ Ｄ ３ ４ ５ ※ Ｄ １ ３ 以上

重ね継手 下記以外

・  Ｄ １ ６ 以上の増設端の床・ 壁鉄筋

・

ガス圧接

・  Ｄ １ ９ 以上の柱、 梁主鉄筋

機械式継手 ・  図面に よ る

鉄筋の継手
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1

　 ７ ・ d

１ ２ ・ d
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※6_本図及び断面修復に係る品質規格は日本下水道事業団「下水道コンクリート

※1_構造物取壊し範囲（劣化部除去）はフェノールフタレインで赤色に

    呈色することを確認すること、取壊し範囲が拡大する場合は監督職員と

    協議のうえ施工とする。

※2_劣化部除去工にて鉄筋が露出し腐食が確認される場合は、監督職員と

　　協議のうえ防錆処理又は補強等を実施すること。

※3_図示▽はカッター目地を示す、劣化部の範囲に併せ変更すること。

※4_ねじ節鉄筋継手をイモ継ぎ部に使用する場合はSA級とする。

※5_1F床版下端筋補強（参考図）は劣化部除去工にて鉄筋が露出し断面欠損が

　　確認される場合に適用する。

　　構造物の腐食抑制技術及び防食技術マニュアル」断面修復用モルタルの

　　品質規格とする。

※7_あばら筋の撤去更新について、劣化部除去時に鉄筋に異常が無く躯体

　　劣化部除去後に再利用可能な場合は監督職員と協議のうえ残置とする。

※9_本図以外の補強詳細は構造細目共通図による。

S=1/30
S=1/30

S=1/30

Ｂ－Ｂ断面　撤去図

Ａ－Ａ断面　復旧図

Ｂ－Ｂ断面　復旧図

S=1/30小梁復旧（案）（見上図）

S=1/30Ａ－Ａ断面　撤去図

1F床版下端筋補強（参考図） S=1/30 S=1/20あばら筋加工図

※8_あばら筋のフレア溶接継手形状については(8/11)9.8フレア溶接による。

31本-D13×755mm

5d

5d
287

2
34

構造物取壊し工

あばら筋D13下部切断工
下端筋 中央 主筋4-D22
下端筋 両端 主筋3-D22

FC=45N/mm2以上
無収縮モルタル充填

下端筋 中央 主筋4-D22
ねじ節鉄筋継手　　D22
下端筋 両端 主筋3-D22

あばら筋D13＠200

フレア溶接（片面10ｄ＝130）

有効埋込長264（12da）
接着系アンカー

下端筋 中央 主筋4-D22
下端筋 両端 主筋3-D22ねじ節鉄筋継手D22

ねじ節鉄筋継手D22
ねじ節鉄筋継手D22

有効埋込長264（12da）
接着系アンカー

下端筋 両端 主筋3-D22下端筋 中央 主筋4-D22

構造物取壊し工

あばら筋D13下部切断工
下端筋 中央 主筋4-D22
下端筋 両端 主筋3-D22

FC=45N/mm2以上
無収縮モルタル充填

FC=45N/mm2以上
無収縮モルタル充填

FC=45N/mm2以上
無収縮モルタル充填

D13-@200

▽1FL+10,500

▽
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L
+
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,
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00

フレア溶接（片面10d）

< KEYPLAN >

フレア溶接(片面10d=130)
あばら筋D13

あばら筋D13下部切断工



仕　 様

2） 足掛金物の取付間隔は350mmを標準と する 。

1） 原則と し て水槽部分に設置する 。

設計注意事項

3） ポリ プロ ピ レ ン製の芯材の材質は設置場所の環境条件を考慮し て選定する 。

特記事項

足掛け金物標準図　 更新( 案)

1） ポリ プ ロ ピ レ ン 製の形状寸法は製造メ ーカ ーの仕様に よ る 。

3） 壁の埋め込みはメ ーカ ー仕様の最低ガ イ ド ラ イ ン を 確保する 。

4） ポリ プロ ピ レ ン 製の足掛り 部のすべり 止め加工は150mm以上と する 。

φ+8

44

1　 ポリ プ ロ ピ レ ン 製

ポリ プロ ピ レ ン

芯材

A-A断面図

スリ ッ プ止め

1） 既設ﾀﾗｯﾌ゚ の更新時は監督職員と 協議のう え、 本製品の使用も 可能と する 。

雑詳細図（ 参考図） S=　 non

１２ｃｍ

１３ｃｍ
１４ｃｍ

１５ｃｍ １５ｃｍ
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仕　 様

2） 足掛金物の取付間隔は350mmを標準と する 。

1） 原則と し て水槽部分に設置する 。

設計注意事項

3） ポリ プロ ピ レ ン 製の芯材の材質は設置場所の環境条件を考慮し て選定する 。

特記事項

足掛け金物標準図　 既設

1） ポリ プロ ピ レ ン 製の形状寸法は製造メ ーカ ーの仕様に よ る 。

2） 壁に 100mm以上打ち 込む。

3） 壁の埋め込みはメ ーカ ー仕様の最低ガ イ ド ラ イ ン を 確保する 。

4） ポリ プロ ピ レ ン製の足掛り 部のすべり 止め加工は150mm以上と する 。

1） 防食被覆工の劣化部除去に よ り 露出し た芯材に 断面欠損が確認さ れた

芯材

ポリ プロ ピ レ ン
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形状寸法表
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1　 ポリ プロ ピ レ ン 製
スリ ッ プ止め

A-A断面図
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　  場合は監督職員と 協議のう え撤去更新、 又は防錆処理を行う 。

2） 既設ﾀﾗｯﾌ゚ を撤去する 場合に芯材を残置する 場合は躯体内部で切断し

　  表面は耐硫酸性モルタ ル及び防食被覆を行う こ と 。
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汚泥貯留槽修繕工事

１０/１１

（参考図-1）

L2

2）芯材の材質は、SWCH12R、SUS304又はSUS403とする。
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３ 通り展開図（参考図） ４ 通り展開図（参考図） ５ 小梁B5展開図（参考図）

（参考図） 天井面積展開図（参考図）
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面積詳細図（参考図）
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（参考図-2）


